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まちの人口

ま 百景ちひと
ま 百景ちひと
七夕夕市／花火大会

■ シリーズ苫前商業高等学校ほか･･･２
■ とままえマルシェ開催ほか･･･３
■ 健康ばんざい･･･４
■ 介護保険ガイド･･･５
■ 国民年金ほか･･･６
■ 学びの広場･･･７
■ とままえ社協だより･･･８～９
■ 住まいる情報･･･１０～１３
■ 小学生ギャラリー･･･１４

人　口／2,859人（男／1,392人：女／1,467人）
世帯数／1,483世帯 （8月31日現在）

　８月６日（土）夕市実行委員会の主催による七夕
夕市が２年ぶりに苫前町公民館駐車場で行われた。
　コロナ禍であり、例年の賑わいには及ばなかった
が、子どもたちの元気な声が響いていた。キッチン
カーが行列になるほどの盛り上がりを見せるととも
に、会場中央に笹の葉が設置され、夕市に訪れた子
どもから大人まで、一緒になって短冊に自身の願い
を込め飾っていた。
　夜には、緑ヶ丘公園上空に色とりどりの大きな花
火が打ち上げられ、見物人たちから拍手が鳴り響い
ていた。
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いつまでも
暮らしていける
　　　　苫前に



　
８
月
５
日
（
金
）
羽

幌
警
察
署
に
て
、
令
和

４
年
度
少
年
補
導
功
労

者
表
彰
の
伝
達
が
脇
山

義
人
羽
幌
警
察
署
長
か

ら
行
わ
れ
、
本
町
か
ら

は
、
羽
幌
警
察
署
少
年

補
導
員
連
絡
協
議
会
所

属
の
加
藤
隆
雄
さ
ん
と

同
苫
前
支
部
（
加
藤
隆

雄
支
部
長
）
と
が
、
表

彰
さ
れ
た
。

　
脇
山
署
長
か
ら
の
伝

達
を
受
け
加
藤
さ
ん
は

「
今
回
の
表
彰
は
、
長

い
間
活
動
し
て
き
て
、

み
ん
な
の
協
力
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
も
ら
え
た

も
の
。
こ
れ
か
ら
も
協

力
し
て
い
き
な
が
ら
活

動
し
て
い
き
た
い
」
と

今
後
の
活
動
に
対
す
る

抱
負
を
語
っ
て
い
た
。

令和４年少年補導功労者表彰

　エゾシカ狩猟期間中（10月1日から3月31日まで）は、多
くの狩猟者が国・道有林へ入林します。
　狩猟に伴う事故防止のため、この期間の狩猟目的以外での
入林はお控えくださるようお願いします。
　エゾシカによる森林等被害を低減するため、皆様のご理解
とご協力をお願いします。
■お問合せ先
・林野庁北海道森林管理局留萌南部森林管理署         ☎0164-42-2515
・北海道水産林務部森林環境局道有林課道有林管理係 ☎011-204-5519

狩猟期間中における国・道有林への入林自粛について

とままえマルシェ開催
　
７
月
30
日
（
土
）
苫

前
町
観
光
協
会
（
渡
部

和
人
会
長
）が
主
催（
苫

前
町
共
催
）と
な
り「
と

ま
ま
え
マ
ル
シ
ェ
」
が

町
役
場
駐
車
場
で
開
催

さ
れ
た
。

　
風
車
ま
つ
り
な
ど
の

大
型
イ
ベ
ン
ト
が
３
年

連
続
で
中
止
と
な
っ
て

い
る
中
、
苫
前
の
特
産

品
Ｐ
Ｒ
及
び
地
元
住
民

へ
の
販
売
機
会
を
確
保

す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
企
画
さ
れ
た
。

　
開
催
時
刻
前
か
ら
来

場
者
が
列
を
つ
く
り
、

町
内
９
事
業
所
に
よ
る

特
産
品
販
売
の
ほ
か
、

苫
前
商
業
高
校
生
に
よ

る
開
発
商
品
の
販
売
も

行
わ
れ
た
。
ま
た
、
道

内
無
料
・
道
外
５
０
０

円
の
発
送
料
支
援
も
人

気
と
な
り
、
家
族
・
友

人
な
ど
へ
の
贈
答
を
行

う
来
場
者
も
多
く
見
ら

れ
た
。

平和の尊さ次世代に ～戦没者追悼式～
　
８
月
19
日
（
金
）
令
和

４
年
度
苫
前
町
戦
没
者
追

悼
式
が
町
公
民
館
に
て
、

遺
族
や
来
賓
な
ど
合
わ
せ

て
23
名
が
参
列
し
て
挙
行

さ
れ
た
。

　
苫
前
町
戦
没
者
名
簿
の

献
上
、
国
歌
演
奏
な
ど
の

後
、
福
士
町
長
か
ら
「
世

界
を
見
渡
す
と
、
ロ
シ
ア

と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
間
で
戦
争

状
態
が
続
い
て
い
る
。
私

た
ち
は
改
め
て
、
戦
争
の

悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を

深
く
心
に
刻
み
、
日
本
は

も
と
よ
り
世
界
の
恒
久
平

和
の
実
現
に
向
け
て
努
力

し
て
い
く
こ
と
を
誓
う
」

と
式
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
阿
部
町
議
会
議
長
、
浅

野
道
議
会
議
員
や
町
遺
族

会
の
森
会
長
ら
に
よ
る
追

悼
の
言
葉
の
後
、
参
列
者

一
人
ひ
と
り
が
献
花
を
行

い
、
戦
没
者
の
冥
福
を
祈

る
と
と
も
に
、
平
和
へ
の

誓
い
を
新
た
に
し
た
。

　
８
月
16
日
（
火
）Ｂ

＆
Ｇ
財
団
（
前
田
康
吉

会
長
）
で
は
、
全
国
の

海
洋
セ
ン
タ
ー
の
利
用

人
数
・
施
設
維
持
管
理

な
ど
を
確
認
し
て
評
価

を
行
っ
て
お
り
、
苫
前

町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ

ー
が
10
年
連
続
で
「
特

Ａ
評
価
」
を
受
け
た
こ

と
に
よ
り
、
同
財
団
の

菅
原
悟
志
理
事
長
よ
り

表
彰
状
が
送
ら
れ
た
。

　
菅
原
理
事
長
か
ら

「
未
来
を
見
据
え
て
、

海
洋
セ
ン
タ
ー
が
地
元

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
、

益
々
発
展
し
て
い
く
よ

う
に
ご
尽
力
願
い
ま

す
」
と
挨
拶
が
あ
り
、

福
士
町
長
か
ら
は
「
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
運
動
機

会
の
減
少
な
ど
、
ス
ポ

ー
ツ
施
設
の
在
り
方
が

重
要
に
な
っ
て
き
て
い

る
。Ｂ
＆
Ｇ
財
団
の
皆

さ
ま
に
は
、
こ
れ
か
ら

も
ご
支
援
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
」
と
謝

辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

苫前町Ｂ＆Ｇ海洋センター　10年連続「特Ａ評価」
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思い出深く　母校を見学　～古丹別中学校校内見学会～
　
８
月
10
日
・
12
日
の

２
日
間
、
古
丹
別
中
学

校
（
西
條
直
志
校
長
）

に
て
閉
校
事
業
実
行
委

員
会
（
天
谷
勝
史
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
）
の
主
催
に
よ

る
校
内
見
学
会
が
卒
業

生
を
対
象
に
行
わ
れ
た
。

　
昭
和
22
年
に
開
校
し

て
以
来
76
年
間
、
４
６

４
８
人
の
卒
業
生
を
送

り
出
し
て
き
た
同
校
は
、

令
和
５
年
３
月
を
も
っ

て
閉
校
と
な
り
、
苫
前

中
学
校
と
統
合
さ
れ
る
。

　
見
学
会
に
は
、
自
身

の
中
学
時
代
の
思
い
出

を
懐
か
し
み
、
学
校
の

姿
を
目
に
焼
き
付
け
る

た
め
、
様
々
な
年
代
の

卒
業
生
た
ち
が
参
加
し

て
お
り
、
過
去
の
卒
業

写
真
な
ど
を
見
て
は

「
懐
か
し
い
ね
」
と
話

し
込
む
姿
が
見
ら
れ
て

い
た
。

　
な
お
、
最
後
の
見
学

会
が
１
月
に
再
び
行
わ

れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

地域で守り育てよう　私たちの苫前商業高等学校

　自転車ツーリングの準備を進める中で生徒達が決めた表題のチーム名には、「昼も夜も思いっきり楽
しみたい」という想いが込められています。今年は７月26～28日の３日間でオロロンラインを北上し
往復する計画。留萌管内を自分の足で周り、景色・食べ物・人との出会いやつながりを求めて９名が
集まり、苫前幌延間の往復205kmを完走しました。
　昨年のツーリングを終えてから、多くの方に励ましの言葉をかけていただき、新聞にも特集として
取り上げていただきました。ただ走るのではなく、発信することで生まれる化学反応を実感した生徒達。
振り返りを進める中で「今年だけで終わらせず伝統行事にしたい」「高校在学中に留萌管内全ての市町
村を自転車で走りたい」という意見に集約されていきました。そして、「そのために自分たちは何がで
きるのか？」今年度の実施に向けての話し合い、取り組みが始まりました。昨年は最高気温37℃とい
う記録的猛暑の中走行した経験から、交通量の多い国道を大人数で安全に走行するためには、救護を
含めた大人のサポートが必要であることや、自転車やヘルメットの準備など経費がかかることをあら
ためて認識。生徒達が出した答えは、「自分たちで資金を調達し、苫前町にも協力をお願いする。自転
車に旗をつけて走り、SNSで苫前町と苫前商業高校をPRする。」でした。
　クラウドファンディングでの資金調達は、全国に向けて発信する方法であり、日頃から苫商を応援
してくださっている方々のみならず、全国各地から多くの支援をいただきました。また、苫前町をはじめ、
多くの方からもご支援をいただき、苫前町教育委員会様と萌える天北オロロンルート代表者会議様には、
共催者としてだけでなく、サポーターとして参加いただきました。萌える天北オロロンルート代表者
会議様の活動は、「愛着と誇りを持てる郷土の景観の保全と創出」「地元食材のブランド化と魅力発信」
「暮らしに根ざしたもてなしによる暖かい交流」「先代の暮らしぶりと新たな価値観を将来に伝え楽し

む」です。これは「苫前町と苫前商業高校に愛着と誇りを持ち、
高校生目線での魅力発信、地域の方々との交流、伝統を作り、
楽しみ、後輩に伝えていく」という、私たち苫前商業高校の活
動にも置き換えることができます。
　辛い坂をお互い励まし合いながら登り、絶景と各町村の食べ
物と応援の声をエネルギーにし、205㎞の旅を終えることがで
きました。最終日はＮＨＫの取材班も同行、ツーリングの様子
が放映されました。生徒達は動画の作成や体験発表会での発信
にむけて準備を進めています。

「ＪＯＹ＆ＰＡＲＴＹ　２０２２　ＳＵＮ＆ＭＯＯＮ　～苫前商業高校自転車ツーリング～」

文・写真：苫前商業高校地域連携委員：瀧川 直子

　
７
月
27
日
（
水
）

苫
前
３
丁
目
線
歩
道

前
で
命
名
式
が
行
わ

れ
、
通
称
名
と
し
て

「
サ
ン
ち
ゃ
ん
」
が

名
付
け
ら
れ
た
。

　
苫
前
町
か
ら
の
公

募
に
対
し
、
町
内
の

小
中
学
生
や
一
般
住

民
か
ら
計
76
件
の
応

募
が
あ
り
、
審
査
の

結
果
、
苫
前
小
学
校

６
年
生
の
堀
切
晄
陽

く
ん
考
案
の
「
３
ち

ゃ
ん
」
が
親
し
み
や

す
く
覚
え
や
す
い
こ

と
か
ら
選
考
さ
れ
た
。

ま
た
、「
３
丁
目
」「
散

歩
」「
太
陽
の
Ｓ
ｕ

ｎ
」
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
意
味
を
持
た
せ
ら

れ
る
こ
と
か
ら
「
サ

ン
ち
ゃ
ん
」
と
表
記

が
変
更
さ
れ
て
い
る
。

　
命
名
式
の
場
に
招

待
さ
れ
た
堀
切
く
ん

は
「
考
え
た
名
前
が

選
ば
れ
て
嬉
し
い
。

も
っ
と
多
く
の
人
に

使
っ
て
ほ
し
い
で

す
」
と
話
し
、
臨
席

し
た
福
士
町
長
ら
か

ら
の
賛
辞
を
受
け
て

い
た
。

苫前３丁目線歩道　通称名「サンちゃん」に決定
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に
、
平
和
へ
の

誓
い
を
新
た
に
し
た
。

　
８
月
16
日
（
火
）Ｂ

＆
Ｇ
財
団
（
前
田
康
吉

会
長
）
で
は
、
全
国
の

海
洋
セ
ン
タ
ー
の
利
用

人
数
・
施
設
維
持
管
理

な
ど
を
確
認
し
て
評
価

を
行
っ
て
お
り
、
苫
前

町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ

ー
が
10
年
連
続
で
「
特

Ａ
評
価
」
を
受
け
た
こ

と
に
よ
り
、
同
財
団
の

菅
原
悟
志
理
事
長
よ
り

表
彰
状
が
送
ら
れ
た
。

　
菅
原
理
事
長
か
ら

「
未
来
を
見
据
え
て
、

海
洋
セ
ン
タ
ー
が
地
元

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
、

益
々
発
展
し
て
い
く
よ

う
に
ご
尽
力
願
い
ま

す
」
と
挨
拶
が
あ
り
、

福
士
町
長
か
ら
は
「
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
運
動
機

会
の
減
少
な
ど
、
ス
ポ

ー
ツ
施
設
の
在
り
方
が

重
要
に
な
っ
て
き
て
い

る
。Ｂ
＆
Ｇ
財
団
の
皆

さ
ま
に
は
、
こ
れ
か
ら

も
ご
支
援
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
」
と
謝

辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

苫前町Ｂ＆Ｇ海洋センター　10年連続「特Ａ評価」
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思い出深く　母校を見学　～古丹別中学校校内見学会～
　
８
月
10
日
・
12
日
の

２
日
間
、
古
丹
別
中
学

校
（
西
條
直
志
校
長
）

に
て
閉
校
事
業
実
行
委

員
会
（
天
谷
勝
史
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
）
の
主
催
に
よ

る
校
内
見
学
会
が
卒
業

生
を
対
象
に
行
わ
れ
た
。

　
昭
和
22
年
に
開
校
し

て
以
来
76
年
間
、
４
６

４
８
人
の
卒
業
生
を
送

り
出
し
て
き
た
同
校
は
、

令
和
５
年
３
月
を
も
っ

て
閉
校
と
な
り
、
苫
前

中
学
校
と
統
合
さ
れ
る
。

　
見
学
会
に
は
、
自
身

の
中
学
時
代
の
思
い
出

を
懐
か
し
み
、
学
校
の

姿
を
目
に
焼
き
付
け
る

た
め
、
様
々
な
年
代
の

卒
業
生
た
ち
が
参
加
し

て
お
り
、
過
去
の
卒
業

写
真
な
ど
を
見
て
は

「
懐
か
し
い
ね
」
と
話

し
込
む
姿
が
見
ら
れ
て

い
た
。

　
な
お
、
最
後
の
見
学

会
が
１
月
に
再
び
行
わ

れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

地域で守り育てよう　私たちの苫前商業高等学校

　自転車ツーリングの準備を進める中で生徒達が決めた表題のチーム名には、「昼も夜も思いっきり楽
しみたい」という想いが込められています。今年は７月26～28日の３日間でオロロンラインを北上し
往復する計画。留萌管内を自分の足で周り、景色・食べ物・人との出会いやつながりを求めて９名が
集まり、苫前幌延間の往復205kmを完走しました。
　昨年のツーリングを終えてから、多くの方に励ましの言葉をかけていただき、新聞にも特集として
取り上げていただきました。ただ走るのではなく、発信することで生まれる化学反応を実感した生徒達。
振り返りを進める中で「今年だけで終わらせず伝統行事にしたい」「高校在学中に留萌管内全ての市町
村を自転車で走りたい」という意見に集約されていきました。そして、「そのために自分たちは何がで
きるのか？」今年度の実施に向けての話し合い、取り組みが始まりました。昨年は最高気温37℃とい
う記録的猛暑の中走行した経験から、交通量の多い国道を大人数で安全に走行するためには、救護を
含めた大人のサポートが必要であることや、自転車やヘルメットの準備など経費がかかることをあら
ためて認識。生徒達が出した答えは、「自分たちで資金を調達し、苫前町にも協力をお願いする。自転
車に旗をつけて走り、SNSで苫前町と苫前商業高校をPRする。」でした。
　クラウドファンディングでの資金調達は、全国に向けて発信する方法であり、日頃から苫商を応援
してくださっている方々のみならず、全国各地から多くの支援をいただきました。また、苫前町をはじめ、
多くの方からもご支援をいただき、苫前町教育委員会様と萌える天北オロロンルート代表者会議様には、
共催者としてだけでなく、サポーターとして参加いただきました。萌える天北オロロンルート代表者
会議様の活動は、「愛着と誇りを持てる郷土の景観の保全と創出」「地元食材のブランド化と魅力発信」
「暮らしに根ざしたもてなしによる暖かい交流」「先代の暮らしぶりと新たな価値観を将来に伝え楽し

む」です。これは「苫前町と苫前商業高校に愛着と誇りを持ち、
高校生目線での魅力発信、地域の方々との交流、伝統を作り、
楽しみ、後輩に伝えていく」という、私たち苫前商業高校の活
動にも置き換えることができます。
　辛い坂をお互い励まし合いながら登り、絶景と各町村の食べ
物と応援の声をエネルギーにし、205㎞の旅を終えることがで
きました。最終日はＮＨＫの取材班も同行、ツーリングの様子
が放映されました。生徒達は動画の作成や体験発表会での発信
にむけて準備を進めています。

「ＪＯＹ＆ＰＡＲＴＹ　２０２２　ＳＵＮ＆ＭＯＯＮ　～苫前商業高校自転車ツーリング～」

文・写真：苫前商業高校地域連携委員：瀧川 直子

　
７
月
27
日
（
水
）

苫
前
３
丁
目
線
歩
道

前
で
命
名
式
が
行
わ

れ
、
通
称
名
と
し
て

「
サ
ン
ち
ゃ
ん
」
が

名
付
け
ら
れ
た
。

　
苫
前
町
か
ら
の
公

募
に
対
し
、
町
内
の

小
中
学
生
や
一
般
住

民
か
ら
計
76
件
の
応

募
が
あ
り
、
審
査
の

結
果
、
苫
前
小
学
校

６
年
生
の
堀
切
晄
陽

く
ん
考
案
の
「
３
ち

ゃ
ん
」
が
親
し
み
や

す
く
覚
え
や
す
い
こ

と
か
ら
選
考
さ
れ
た
。

ま
た
、「
３
丁
目
」「
散

歩
」「
太
陽
の
Ｓ
ｕ

ｎ
」
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
意
味
を
持
た
せ
ら

れ
る
こ
と
か
ら
「
サ

ン
ち
ゃ
ん
」
と
表
記

が
変
更
さ
れ
て
い
る
。

　
命
名
式
の
場
に
招

待
さ
れ
た
堀
切
く
ん

は
「
考
え
た
名
前
が

選
ば
れ
て
嬉
し
い
。

も
っ
と
多
く
の
人
に

使
っ
て
ほ
し
い
で

す
」
と
話
し
、
臨
席

し
た
福
士
町
長
ら
か

ら
の
賛
辞
を
受
け
て

い
た
。

苫前３丁目線歩道　通称名「サンちゃん」に決定
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す
こ
や
か

ラ
イ
フ

つくろう健康 幸せの未来づくり

介護保険ガイド
みんなで築く

豊かな老後

苫前町保健福祉課福祉係　０１６４－６４－２２１５お問合せ

●介護保険で利用できるサービス【施設サービス】

施設サービスの費用について

低所得の人は食費と居住費が軽減されます

基準費用額：施設における居住費・食費の平均的な費用を勘案して定める額（１日あたり）

　施設サービスは、介護が中心か治療が中心かなどによって入所する施設を選択します。入所の申し込みは
介護保険施設へ直接行います。要支援１・２の人は、施設サービスは利用できません（介護老人福祉施設は
要介護１・２の人も原則として新規入所できません）。

　施設サービスを利用した場合、サービス費用の１割、２割または３割に加えて、食費、居住費、日常生活
費を施設に支払います。

　利用者負担は施設と利用者の間で契約により決められますが、基準となる額が定められています。

　低所得の人の施設利用が困難とならないように、申請により、食費と居住費の一定額以上は保険給付され
ます。所得に応じた負担限度額までを支払い、残りの基準費用額との差額分は介護保険から給付されます＜
特定入所者介護（予防）サービス費＞
●負担限度額（１日あたり）

●介護老人福祉施設と短期入所者生活介護を利用した場合の従来型個室の負担限度額は、（　）内の金額と
なります。

〇居住費…ユニット型個室2,006円、ユニット型個室的多床室1,668円
　　　　　従来型個室1,668円（介護老人福祉施設と短期入所生活介護は1,171円）
　　　　　多床室377円（介護老人福祉施設と短期入所生活介護は855円）
〇食　費…1,445円

サービス費用の
１割、２割または３割 食　費 居住費 日常生活費

利用者負担段階
居住費の負担限度額 食費の負担限度額

ユニット型個室 ユニット型
個室的多床室 従来型個室 多床室 施設サービス 短期入所

サービス

第１
段階

本人および世帯全員が住
民税非課税で、老齢福祉
年金の受給者、生活保護
の受給者

820 円 490円 490円
（320円） 0円 300円 300円

第２
段階

本人および世帯全員が住
民税非課税で、合計所得
金額+課税年金収入額+
非課税年金収入額が80
万円以下の人

820 円 490円 490円
（420円） 370円 390円 600円

第３
段階
①

本人および世帯全員が住
民税非課税で、合計所得
金額+課税年金収入額+
非課税年金収入額が80
万円超120万円以下の人

1,310 円 1,310 円 1,310 円
（820円）

370円 650円 1,000 円

第３
段階
②

本人および世帯全員が住
民税非課税で、合計所得
金額+課税年金収入額+
非課税年金収入額が120
万円超の人

1,310 円 1,310 円 1,310 円
（820円） 370円 1,360 円 1,300 円
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健康
ばんざい

「
乳
児
期
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
つ
い
て
」

「
乳
児
期
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
つ
い
て
」

今
月
の
担
当
は
中
谷
管
理
栄
養
士 

で
す

レ
ル
ギ
ー
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
症
状
が
出
て
す
ぐ
病
院
に
相

談
で
き
る
よ
う
新
し
い
食
材
は
平

日
の
午
前
中
に
与
え
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
が

あ
る
場
合
、
皮
膚
か
ら
ア
レ
ル
ゲ

ン
が
侵
入
し
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

発
症
の
原
因
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
離
乳
食
開
始
前
か
ら
ス
キ

ン
ケ
ア
を
丁
寧
に
行
い
、
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　
前
述
の
通
り
、
赤
ち
ゃ
ん
の
皮

膚
は
乾
燥
し
や
す
い
た
め
、
日
々

の
ス
キ
ン
ケ
ア
で
皮
膚
の
清
潔
を

保
ち
、乾
燥
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

<

沐
浴
・
入
浴
の
ポ
イ
ン
ト>

①
石
鹸
を
し
っ
か
り
泡
立
て
て
、

　
身
体
、
顔
を
や
さ
し
く
洗
う

②
泡
が
残
ら
な
い
よ
う
に
し
っ
か

　
り
と
洗
い
流
す

③
軟
ら
か
い
タ
オ
ル
で
や
さ
し
く

　
包
み
込
み
よ
う
に
拭
く

　

<

保
湿
の
ポ
イ
ン
ト>

①
入
浴
後
、
水
分
を
ふ
き
取
っ
た

　
ら
皮
膚
の
乾
燥
を
防
ぐ
た
め
に

　
す
ぐ
保
湿
す
る

②
た
っ
ぷ
り
と
滑
ら
せ
る
よ
う
に

　
塗
る

　
２
歳
ま
で
に
現
れ
や
す
い
三
大

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
は
鶏
卵
、
小

麦
、
乳
製
品
が
あ
り
ま
す
が
、
ア

レ
ル
ギ
ー
の
発
現
を
恐
れ
て
こ
れ

ら
の
食
材
を
与
え
る
時
期
を
遅
く

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
離
乳

食
を
遅
ら
せ
て
も
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
の
予
防
に
は
な
ら
な
い
た
め
、

月
齢
に
合
わ
せ
て
色
々
な
食
材
を

食
べ
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
も
し
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
疑
う

症
状
（
じ
ん
ま
し
ん
、
唇
や
口
の

中
が
腫
れ
る
、
せ
き
、
嘔
吐
、
元

気
が
な
く
ぐ
っ
た
り
し
て
い
る

等
）
が
出
た
場
合
は
自
己
判
断
せ

ず
、
医
療
機
関
に
相
談
、
受
診
を

し
ま
し
ょ
う
。
医
療
機
関
に
相
談

す
る
際
に
大
切
な
情
報
を
い
く
つ

か
紹
介
し
ま
す
。

 
・
何
を
ど
れ
く
ら
い
食
べ
た
か

 

・
食
べ
て
か
ら
発
症
ま
で
の
時

　 

間

 

・
ど
ん
な
症
状
か

 

・
症
状
の
持
続
時
間

 

・
同
じ
よ
う
な
食
材
を
食
べ
た

　 

と
き
に
似
た
症
状
を
経
験
し

　 

た
こ
と
が
あ
る
か

　
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
は
食
後
２
時

間
以
内
に
発
症
す
る
即
時
型
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
と
、
食
後
２
時
間
以

降
に
発
症
す
る
非
即
時
型
食
物
ア

・
耳
の
付
け
根
が
赤
く
た
だ
れ
る

・
湿
疹
が
左
右
対
称
に
広
が
る

・
か
ゆ
み
が
あ
る
湿
疹
が
長
期
間

　
続
く
　
等

　
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
と
乳
児
湿

疹
を
見
分
け
る
こ
と
は
難
し
い
た

め
、
ス
キ
ン
ケ
ア
を
し
て
も
湿
疹

が
治
ま
ら
な
い
場
合
は
、
早
め
の

皮
膚
科
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
治
療
薬

と
し
て
使
用
さ
れ
る
ス
テ
ロ
イ
ド

外
用
薬
に
つ
い
て
、
副
作
用
に
対

す
る
不
安
が
強
く
、
使
用
に
踏
み

出
せ
な
い
保
護
者
も
い
る
か
と
思

い
ま
す
。
心
配
な
点
は
医
師
に
相

談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
自
己
判
断
で
ス
テ
ロ
イ
ド
外
用

薬
の
中
止
、
使
用
を
繰
り
返
す
よ

り
、
医
師
・
薬
剤
師
の
指
示
に
従

っ
た
適
切
な
方
法
、
期
限
を
守
っ

て
ス
テ
ロ
イ
ド
外
用
薬
を
使
用
す

る
こ
と
で
、
総
使
用
量
が
少
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
今
月
は
、
乳
児
期
に
発
症
し
や

す
い
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　
乳
幼
児
期
に
現
れ
や
す
い
主
な

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
に
は
、
ア
ト
ピ

ー
性
皮
膚
炎
と
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

が
あ
り
ま
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
の
皮
膚
は
大
人
よ
り

も
薄
く
、
乾
燥
し
や
す
い
た
め
、

室
温
や
湿
度
、
衣
類
の
こ
す
れ
な

ど
外
部
の
刺
激
に
と
て
も
敏
感
で

す
。
肌
バ
リ
ア
機
能
が
低
下
す
る

と
、
そ
こ
か
ら
花
粉
や
ハ
ウ
ス
ダ

ス
ト
、
食
物
な
ど
の
ア
レ
ル
ゲ
ン

が
侵
入
し
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

や
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
と
な

り
ま
す
。

　
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
は
２
歳
ま

で
に
現
れ
や
す
い
ア
レ
ル
ギ
ー
疾

患
の
１
つ
で
す
が
、
乳
児
期
に
適

切
な
治
療
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て

症
状
を
軽
減
、
消
失
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
乳
児
期
の
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

の
特
徴
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

・
皮
膚
が
乾
燥
し
て
い
る

・
頭
や
顔
に
湿
疹
が
で
き
、
悪
化

　
す
る
と
、
お
腹
、
背
中
、
手
足

　
に
広
が
る

③
軟
膏
を
塗
る
場
合
は
大
人
の
人

　
差
し
指
の
先
か
ら
第
一
関
節
ま

　
で
の
量
（
約
０.

５
ｇ
）
を
手

　
の
ひ
ら
に
広
げ
て
②
と
同
様
に

　
必
要
量
を
塗
る

　
血
液
は
保
存
期
間
が
短
く
、
人

工
的
に
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
献
血
へ
の
ご
協
力
は
常
に
必
要

で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
献
血
者
が
減
少
し
、
全
て

の
血
液
型
で
血
液
が
不
足
し
て
い

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
方
も
接
種

後
48
時
間
が
経
過
す
れ
ば
献
血
を

行
う
こ
と
が
で
き
、
不
要
不
急
の

外
出
に
も
当
た
り
ま
せ
ん
。
献
血

バ
ス
内
は
常
時
換
気
、
消
毒
清
掃

を
徹
底
し
て
お
り
、
ス
タ
ッ
フ
、

来
場
者
の
体
調
確
認
、
手
指
消
毒

も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
献
血

車
来
町
日
の
約
３
週
間
前
か
ら
複

数
回
献
血
ク
ラ
ブ「
ラ
ブ
ラ
ッ
ド
」

で
献
血
時
間
の
事
前
予
約
を
行
う

こ
と
も
で
き
ま
す
。「
ラ
ブ
ラ

ッ
ド
」
と
検
索
し
、
事
前
に
会
員

登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
巡
回
場
所
や
時
間
な
ど
の
詳
細

は
回
覧
、
ポ
ス
タ
ー
で
お
伝
え
し

ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

ス
キ
ン
ケ
ア
に
つ
い
て

お問合せ

苫前町献血
推進協議会
事務局
保健福祉課

TEL:0164
64-2215



す
こ
や
か

ラ
イ
フ

つくろう健康 幸せの未来づくり

介護保険ガイド
みんなで築く

豊かな老後

苫前町保健福祉課福祉係　０１６４－６４－２２１５お問合せ

●介護保険で利用できるサービス【施設サービス】

施設サービスの費用について

低所得の人は食費と居住費が軽減されます

基準費用額：施設における居住費・食費の平均的な費用を勘案して定める額（１日あたり）

　施設サービスは、介護が中心か治療が中心かなどによって入所する施設を選択します。入所の申し込みは
介護保険施設へ直接行います。要支援１・２の人は、施設サービスは利用できません（介護老人福祉施設は
要介護１・２の人も原則として新規入所できません）。

　施設サービスを利用した場合、サービス費用の１割、２割または３割に加えて、食費、居住費、日常生活
費を施設に支払います。

　利用者負担は施設と利用者の間で契約により決められますが、基準となる額が定められています。

　低所得の人の施設利用が困難とならないように、申請により、食費と居住費の一定額以上は保険給付され
ます。所得に応じた負担限度額までを支払い、残りの基準費用額との差額分は介護保険から給付されます＜
特定入所者介護（予防）サービス費＞
●負担限度額（１日あたり）

●介護老人福祉施設と短期入所者生活介護を利用した場合の従来型個室の負担限度額は、（　）内の金額と
なります。

〇居住費…ユニット型個室2,006円、ユニット型個室的多床室1,668円
　　　　　従来型個室1,668円（介護老人福祉施設と短期入所生活介護は1,171円）
　　　　　多床室377円（介護老人福祉施設と短期入所生活介護は855円）
〇食　費…1,445円

サービス費用の
１割、２割または３割 食　費 居住費 日常生活費

利用者負担段階
居住費の負担限度額 食費の負担限度額

ユニット型個室 ユニット型
個室的多床室 従来型個室 多床室 施設サービス 短期入所

サービス

第１
段階

本人および世帯全員が住
民税非課税で、老齢福祉
年金の受給者、生活保護
の受給者

820 円 490円 490円
（320円） 0円 300円 300円

第２
段階

本人および世帯全員が住
民税非課税で、合計所得
金額+課税年金収入額+
非課税年金収入額が80
万円以下の人

820 円 490円 490円
（420円） 370円 390円 600円

第３
段階
①

本人および世帯全員が住
民税非課税で、合計所得
金額+課税年金収入額+
非課税年金収入額が80
万円超120万円以下の人

1,310 円 1,310 円 1,310 円
（820円）

370円 650円 1,000 円

第３
段階
②

本人および世帯全員が住
民税非課税で、合計所得
金額+課税年金収入額+
非課税年金収入額が120
万円超の人

1,310 円 1,310 円 1,310 円
（820円） 370円 1,360 円 1,300 円
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　ＳＵＰ(サップ)とは、スタンドアップパドルボードの略で、専用のボードに乗って水の上を漕ぎ進むマリ
ンスポーツです。最近注目されているスポーツで、海や川、湖のアクティビティとしていろいろなところ
で体験も行われています。
　普段なかなか体験できないＳＵＰを体験してみませんか？初心者でも扱いやすいので、ぜひチャレンジ
をお待ちしています！
日　時：９月25日(日)、26日(月)　各日18時30分～ 20時30分
場　所：苫前町Ｂ＆Ｇ海洋センター
　　　　※苫前町公民館１８時発の送迎車をご利用できます。希望される方は、申込み時にお知らせくだ
　　　　　さい。
対象者：中学生以上の方
定　員：各日20名(定員に達し次第締め切ります)
申込み：参加希望日を令和４年９月21日までに
　　　　苫前町公民館(65－4076)へ電話等で申込みください。
持ち物：水着又は水に濡れても良い服装、着替え、タオル
～注意事項～
・スポーツ安全保険等に必ず加入してください。
・低温が予想されます。長袖長ズボンなど、暖かめの服装をおすすめします。

　乳幼児と保護者を対象に、読書ボランティア「おはなしの森ひなた」による絵本の読み聞かせや手遊び、
設定遊びを行います。子どもも大人も笑顔になれる事業です。参加申込みは不要ですのでお気軽にご参加
ください。
日　時：10月１日(土)　10時00分～ 11時00分
場　所：苫前町公民館図書室
内　容：おはなし会、運動トレーニング、はらぺこあおむしの飾りづくり
対象者：未就学児と保護者ほか
参加費：無料

日　時：10月16日(日)　12時50分～ 14時45分
場　所：苫前町公民館
講　師：苫前町食生活改善協議会
　　　　学校法人三幸学園 札幌スポーツ＆メディカル専門学校専門課長
　　　　健康運動指導士　澤田　友紀　氏
申込み：令和４年９月30日までに苫前町公民館(65－4076)へ電話等で
　　　　申込みください。
持ち物：上履き・タオル・飲み物を持参し、動きやすい服装でご参加ください。
その他：イベント傷害保険には加入しませんので、各自スポーツ安全保険等に必ず加入してください。

プールでＳＵＰ体験をしてみませんか？

学びの広場

☎ ６５－４０７６  FAX ６５－３２２０～あなたの学びを応援します～

E-mail:shakaikyoiku@town.tomamae.lg.jp苫 前 町 公 民 館

乳幼児と保護者向け事業「本とあそぼう」参加者募集！！

「骨と筋肉のための料理教室＆正しく学ぶ！筋力トレーニング講座③」参加者募集!!

広報とままえ　９月号　7頁

  88
5/16苫前

マ
イ
プ
ラ
ン
を
し
っ
か
り
と

マ
イ
プ
ラ
ン
を
し
っ
か
り
と

国
民
年
金

国
民
年
金

国
民
年
金

国
民
年
金

離
婚
時
の
年
金
分
割
制
度
〜
離
婚
後
２
年
以
内
に
手
続
き
を
〜

　離婚した場合、お二人の婚姻期間中の厚生年金の保険料納付記録を分割して、それぞれ
自分の年金とすることができます。

　離婚または事実婚関係を解消し、次の条件のいずれにも該当した場合に、お二人（また
は当事者一方）からの請求により、厚生年金の保険料納付記録（標準報酬）を分割できる
制度です。この制度により分割される記録は、婚姻期間中のお二人の保険料納付記録に限
られます。
・お二人の合意や裁判手続きにより年金分割の割合を定めている
・請求期限(離婚をした日の翌日から起算して２年)を経過していない

　離婚または事実婚関係を解消し、次の条件のいずれにも該当した場合に、国民年金第３
号被保険者※であった方からの請求により、相手方の保険料納付記録を２分の１ずつ分割
できる制度です。この制度により分割される記録は、平成20年４月１日以後の国民年金第
３号被保険者期間中の記録に限られます。
　※　国民年金第3号被保険者とは、厚生年金保険の被保険者、共済組合の組合員の被扶養
　　配偶者で、20歳以上60歳未満の人をいいます。
・平成20年４月１日以後に、お二人の一方に国民年金の第３号被保険者期間がある
・請求期限(離婚をした日の翌日から起算して２年)を経過していない
　　

「離婚時の年金分割制度 ～離婚後２年以内に手続きを～」

■分割方法には、「合意分割」と「３号分割」の２種類があります。［合意分割制度］

■年金分割により、お二人の年金は分割後の納付記録で計算されます。

［３号分割制度］

北留萌消防組合消防署 苫 前 支 署 ☎ ６４－２３２１
　　　　　　　　　 　古丹別支署 ☎ ６５－４１１９火事・救急は１１９番！

ファイヤー通信

※自然災害の準備としてできる事

自然災害に気を付けましょう！！
いつ起きるかわからない自然災害に対して準備
しておきましょう。   

•食料、飲料水、着替え等は最低でも３日分は準備しておきましょう。
•物などが落ちてこないよう、落下防止の措置を取りましょう。
•天気予報の確認、避難場所の確認をしておきましょう。
•貴重品等はわかりやすい所に置いておきましょう。
•家族の緊急連絡先を把握しておきましょう。
•避難経路に物を置かないようにしましょう。

※自然災害が起きてしまったら
•外へ避難する時はガラス等の鋭利な物があるかもしれないので、必ず靴を
　履いて避難しましょう。
•地震が起きた時は、机の下等に入り揺れが治まってから安全な場所に避難
　しましょう。
•水量が増えている河川には決して近づかず、高い場所へ避難しましょう。
•忘れ物をしても取りに戻らず、直ぐに避難しましょう。
•慌てず冷静に避難しましょう。
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お問合せ：留萌年金事務所　【電話】0164-43-7211

！ 年金分割の手続きは、請求期限(離婚をした日の翌日から起算して２年)を経過すると、請求す
ることができなくなります。また、すでに離婚等が成立し、相手方が死亡した日から起算して
１カ月を経過すると請求することができなくなります。

○分割をした方
　ご自身の保険料納付記録から、相手方に分割
分を提供した残りの記録で、年金額が計算され
ます。
○分割を受けた方
　ご自身の保険料納付記録と相手方から分割分
を受けた記録で、年金額が計算されます。

離婚前

分割を
した方

分割を
受けた方

離婚後
保険料納付記録
（標準報酬）

保険料納付記録
（標準報酬）

分割分

分割分
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をお待ちしています！
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場　所：苫前町Ｂ＆Ｇ海洋センター
　　　　※苫前町公民館１８時発の送迎車をご利用できます。希望される方は、申込み時にお知らせくだ
　　　　　さい。
対象者：中学生以上の方
定　員：各日20名(定員に達し次第締め切ります)
申込み：参加希望日を令和４年９月21日までに
　　　　苫前町公民館(65－4076)へ電話等で申込みください。
持ち物：水着又は水に濡れても良い服装、着替え、タオル
～注意事項～
・スポーツ安全保険等に必ず加入してください。
・低温が予想されます。長袖長ズボンなど、暖かめの服装をおすすめします。

　乳幼児と保護者を対象に、読書ボランティア「おはなしの森ひなた」による絵本の読み聞かせや手遊び、
設定遊びを行います。子どもも大人も笑顔になれる事業です。参加申込みは不要ですのでお気軽にご参加
ください。
日　時：10月１日(土)　10時00分～ 11時00分
場　所：苫前町公民館図書室
内　容：おはなし会、運動トレーニング、はらぺこあおむしの飾りづくり
対象者：未就学児と保護者ほか
参加費：無料

日　時：10月16日(日)　12時50分～ 14時45分
場　所：苫前町公民館
講　師：苫前町食生活改善協議会
　　　　学校法人三幸学園 札幌スポーツ＆メディカル専門学校専門課長
　　　　健康運動指導士　澤田　友紀　氏
申込み：令和４年９月30日までに苫前町公民館(65－4076)へ電話等で
　　　　申込みください。
持ち物：上履き・タオル・飲み物を持参し、動きやすい服装でご参加ください。
その他：イベント傷害保険には加入しませんので、各自スポーツ安全保険等に必ず加入してください。

プールでＳＵＰ体験をしてみませんか？

学びの広場

☎ ６５－４０７６  FAX ６５－３２２０～あなたの学びを応援します～
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